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2　羅漢山

中段の石仏群
　現在の天覧山中段には、十六羅漢の石像など24 体が安置されています（19ページ表）。銘文や形態などからセッ
トと思われる17 体（別表№ 1 ～ 17） のほか、元文５ （1740） 年、文化２ （1805） 年の年紀をもつものが存在し
ます。これが奉納されたことによって、愛宕山はその後、羅漢山と呼ばれるようになりました。
　大正８ （1919） 年に発刊された『武蔵野線沿線案内』では、「山頂老松の蟠踞せる間に十六羅漢の石像を安置す、
像は文化二年飯能の住人、小山、小能、大河原等の寄進に係る者、年代不詳なれども雨に毀ち風に倒れ羅漢の石
像は見る影もなく破壊し只だ古の面影を偲ぶ有様なりしを、飯能町観音寺住職服部融道師其廃頽を嘆じ、草叢の
間に散乱せる四肢を集め、修理を加へ茲に旧観を呈し、尊像を拝するに至る、即ち里人羅漢山と呼び来たりしも…」
と紹介し、十六羅漢は文化２ （1805） 年造立としています。しかし、現存する小山（№８）、小能（№９）、大河

（川） 原（№ 14） などが寄進した十六羅漢のセットには年号が刻まれていません。このうち小能庄八（郎） は文化
９ （1812） 年に亡くなっていて、かつ小能家で庄（荘） 八を名乗るのはこの六代光重のみなので、この石仏は少
なくともそれ以前のものであることは確実です。
　ちなみに十六羅漢に関しては、能仁寺に繁栄をもたらした黒田直邦を大名に取り立てた、５代将軍徳川綱吉の
生母桂昌院が奉納したという説もありますが、桂昌院は宝永２ （1705） 年に没しており、現存するものでそこま
で遡る年紀をもつものは見当たりません。
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